
第１回から第３回阪南市総合計画審議会における意見への対応等

章 節 審議会 意見・内容
後期計画
ページ

対応等

1 第１回

・現在の指標では施策のめざす姿に関してめざす姿が追いかけられていな
いものと考える。違った観点で施策のめざす姿を追いかけることのできる指
標を見つけていく必要がある。
・施策のめざす姿と指標があっていないため、見直しをお願いしたい。代わり
の指標の提案もお願いしたい。
・アウトプット指標、アウトカム指標とあるが、施策のめざす姿を追いかけられ
る指標となっているのかなどを確認いただきたい。

全体

意見を踏まえ、全体的に検証し、必要に応じ見
直しました。

2 第１回

・市として捉えている課題や出来ていない部分を今後実施していくことは重要
であるが、地方創生の考え方として、地域の強みや資源がどこにあるのかな
どを掘り下げて考え、そこをどのように伸ばしていくかといったことも大事。ア
ンケート結果に住みやすいといったことや、定住傾向が強いといったポジティ
ブ意見がでているので、それがどのような部分で感じているのか、自由記述
から拾い上げ、伸ばすべき部分など、阪南市の個性を伸ばすといった方策も
必要であると考える。

全体

意見のとおり総合戦略との整合を図りました。

3 第１回

・全体を通して課題を書き直しているのは良いが、めざす姿で受けるのか、
市役所の役割や、市民の役割で受けるのか、課題に対して何をするのかが
記載しきれていない。特に、書き改めた課題、書き足した課題に対して、本当
に受け止められているのか再度チェックしていただきたい。

全体

意見を踏まえ、全体的に検証し、必要に応じ見
直しました。

4 1 1 第２回

1章のところ地域コミュニティの活性化を記載すべきとの意見があったので、
事務局で受け止めていただいて、市民活動、地域活動をきちんと整理してほ
しい。

23
24

意見を踏まえ、「施策のめざす姿」、「市役所の
役割」等見直しを行いました。

5 1 1 第２回

自治会について、なかなか加入してもらえない。協働がベースになるので市
役所の役割でメリット、デメリット啓蒙していくということをぜひ記載いただきた
い。 24

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

6 1 1 第２回

トレンドが見えない。全部の項目が対応していないということで難しいかもし
れないが、ＮＰＯ法人と市民団体登録数というのは前期の現状値を後期の現
状値の下に括弧書きで書く等すれば一目で分かる。 24

意見を踏まえ、過去からの実績をグラフ化して
追記しました。

全体

全体

全体

資料３ 
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7
1
4

1
6
第３回

民間や市民の力を活用する指定管理者も協働といった概念であるので、記
載をいただきたい。

24

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

8 1 2 第２回

施策2の情報発信の充実のところで、「市民」から始まる記述が多く見受けら
れ、行政サービスとして市民に向いているのは正しいのかもしれないが、広
報としては市外からの人を呼び込む、魅力を発信するということも大事だと思
う。市民を強調しすぎて、移住を促進するとか、そういう魅力が書けていない
と感じた。

市外の発信と言う割には施策のめざす姿にも市民と書いてあるし、P26にも
市民という言葉しか出てこないので、もう少し対外的な発信も分かるような形
で位置づけておかないと、言っている話と、記載している話が違うので、この
あたりは指摘を受けて書きぶりを変えていただく可能性が非常に高いのかな
という風に思った。

25
26

意見を踏まえ、「施策のめざす姿」、「市役所の
役割」、「市民などの役割」を見直しを行いまし
た。

9 2 6 第２回

P39には健康づくりの話があるが、市役所の役割のところに健康づくりの文
言が欠けているので、そのあたりを書いておかないと次の事業が見えてこな
いかと思うので、再検討いただければと思う。 40

意見を踏まえ、「市役所の役割」などを見直し
ました。

10 3 1 第２回

防災、減災のことしっかりと書いていたらいいと思う。防災だけでは難しく、減
災という言葉かなり出てきている。防火と準防火の話があるが、準防火決め
ければならなくなり、ある一定広がっていくが、それ以上指標として広がって
いくか、どんな風に指標が設定されていくのかなと思うので保留かなと思う。
この他の指標を考えると、災害が起きた時の地域間連携という話が合ったよ
うに一時避難地や広域避難地話になってくる。避難所は小学校や都市公園
の配置計画に関わってくる話である。そういった基準値を入れる可能性があ
るかどうかを検討していただき、不適なら追加して頂かなくてもいいが、避難
と言う発想をどっかに入れておいてもいいのかなと思った。

47

意見を踏まえ、施策名を「地域防災の推進」か
ら「地域防災・減災の推進」に見直すとともに、
「市民などの役割」を追記しました。
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11 3 1 第２回

P47,48の施策1地域防災の推進について、市役所の役割としては防災マップ
を配ったり、啓発をすることだと思うが、受け手の市民にそれを見て避難所を
把握する、家庭で被災時、災害時にどういう行動をとるか話し合うなど、そう
いう文言がP48にあってもいいのかなと思う。

48

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

12 3 8 第１回

・61頁では施策のめざす姿が３つあるが、指標が１つであるため、めざす姿を
追いかけられていないのではないか。

61

意見を踏まえ、成果指標「特定空家等の勧告
件数」を追記するとともに、他にそのような箇所
がないか点検を行いました。

13 4 2 第２回

学校教育の充実のために幅広い視点を持つことが重要と考えられるため、
スポーツ・体力について成果指標を追加するのはいかがでしょうか。 67

意見を踏まえ、成果指標として、「全国体力・運
動能力調査の体力合計平均値における全国と
の差」を追記しました。

14 4 3 第３回

施策3の生涯学習の推進について、図書館の利用登録率を目標として揚げ
ているが、貸出冊数を目標にできないか、また、個別アンケートにある土日
の開館や、周辺市町との貸出協力について検討できないか。

70

意見を踏まえ、成果指標「図書館の住民一人
当たりの年間貸出冊数」を追記しました。貸出
総数より、住民一人当たりの貸出冊数の方が
他団体との比較が容易であり、全国的に貸出
数の低下が課題となっているが、目標とする成
果指標でも大阪府平均を１ポイント以上上回
る。

15 4 4 第３回

71頁の山中渓の町並みの保全について、街道や歴史的な町並みの保全活
動などを市役所や市民の役割に記載してはどうか。

72

意見を踏まえ、「市役所の役割」や「市民など
の役割」を見直しました。

16 4 5 第１回

・73頁の国際化の推進について、多言語化が国際化につながるのか疑問。
人口減少にあたり、市の賑わいや産業が衰退してくるなかで、交流人口の拡
大を図り、賑わいを取り戻すことが必要であると理解している。
・具体的にインバウンドや、他市からの人口をどのように取り入れるのかが
見えない。
・他市でも実施している姉妹都市構想などもっているのかが、大きなファク
ターとなってくるものと考える。

74

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。
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17 4 5 第３回

国際化の推進において、わんぱく王国と一体化したイベントを実施するなど、
文化・芸術といったキーワードを盛り込んで様々な活動の中に取り込んでは
どうか。

74

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

18 4 6 第３回

スポーツ振興について、運動をする人口を増やすためニュースポーツなどを
広めている活動をしているため、市役所の役割としても取り組みを広げるよう
検討いただきたい。
いろいろなニーズやレベルに合わせてスポーツを楽しめるような入口を増や
していただきたい。

76
121

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直すととも
に、施策連携（121ﾍﾟｰｼﾞ）に取り入れました。

19 4 6 第３回

生涯スポーツの振興の関係で、体育施設等には指定管理者制度を導入して
いるが、民間活力の活用による市民サービスの向上と、市の財政効果のた
めに導入するのが指定管理者制度の大きな目的であると思う。市民サービ
スの向上といった部分は役割に記載してもよいのではないか。

76

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

20 5 1 第３回

83頁の観光の振興において、外から呼び込むことがメインとなっているので、
市民が市内を観光するといった観点もほしい。

83

意見を踏まえ、「施策のめざす姿」を見直しまし
た。

21 5 1 第３回

観光ボランティアをしているが、メンバーの若返りが必要である。観光協会と
の連携も不足しており、行政が中心となってボランティアを側面から支援して
いただきたい。
地域を盛り上げていくといったものは地域まちづくりといった総合施策となる
ので、分野ごとではなく総合的な支援・施策展開が必要となる。

84
122

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直すととも
に、総合施策として施策連携（122ﾍﾟｰｼﾞ）に加
えました。

22 5 1 第１回

・本市にはホテルなどがないので、将来的なビジョンの中で、そのような施設
の誘致や、自然環境を活かしたグランピングを実施していくなど、ビジョンとし
て練っていくことが必要だと考える。

84
122

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直すととも
に、施策連携（P122ﾍﾟｰｼﾞ）にも取り入れまし
た。

23 5 1 第３回

各団体で観光資源を活用しているが、市外への情報発信が弱い。広報施策
に注力し、なんば近辺にサテライトショップを展開する等、市外の方に伝わる
ようにしていただきたい。 122

意見を踏まえ、広報戦略については、観光や
シティプロモーションと多岐の分野にわたること
から、施策連携（P122)のなかに取り入れまし
た。
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24 5 1 第３回

観光振興としては阪南市内にお金が落ちる仕組みを強調していただきたい。
道の駅など長期的に民間の力を借りながら整備ができればと思う。観光協会
では誘客の強みとしては海が強いといった認識がある。観光だけではなく、
食べるところの整備が必要。市民向けについては、人口減少の傾向にあるこ
とから市外からきていただき、交流人口の拡大といった視点で考えている。
市外からの誘客については計画に記載されているため、プラスアルファする
ためには市民の活用といった事も必要である。

84

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

25 5 1 第３回

観光資源としては里海・里山の魅力が大きいが、環境にやさしいエコなまちと
いった事も踏まえて情報発信してはどうか。 84

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

26 5 1 第３回

海水浴場やわんぱく王国をうまく活用した施策、市の物産、里山、歴史文化、
十四匠がつながっていくような、点としての資源を線でつなぎ、市全体を面で
描くといった有効に活用し、まち全体の価値をあげるといったことも必要と考
える。

84
122

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直すととも
に、施策連携（P122)に取り入れました。

27 5 1 第３回

84頁の市役所役割に日帰り観光や体験型、エコツーリズムなどのキーワード
を盛り込んで、市が支援できるメニューを検討していただきたい。

84

意見を踏まえ、「市役所の役割」に記載しまし
た。

28 5 4 第２回

漁業の振興には、集客交流の場も必要と考えるため、漁業のついてのＰＲイ
ベントの成果指標を追加するのはいかがでしょうか。 89

意見を踏まえ、「成果指標」を追加しました。

29 5 4 第３回

海をどのように活用していくのか。漁業の振興では、府立大学と民間、行政と
連携協定を結んでいる。海苔の養殖など、産学官連携といった内容を記載し
ても良いのではと思うが、担当課に確認していただきたい。 89

意見を踏まえ、産学官連携の視点を「施策の
めざす姿」に記載しました。

30 5 4 第３回

スーパーでの魚市の展開を行政として協力すれば地元漁業の振興にもつな
がるのではないか。もっと意欲的にPRしていく手法を検討していただきたい。
産物をもって市外へPRするなど。マーケティングや広報戦略で地名がでる
ネーミング等が必要である。

89
122

意見を踏まえ、「成果指標」を追記しました。
また、施策連携（P122)の視点として、都市の魅
力づくり（水産物のブランド化など）や広報戦略
を記載しました。
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31 5 5 第３回

91頁の施策5では従来型の雇用創出である。今後は業を起こす起業を支援
するといった起業支援内容も検討していただきたい。86頁の市役所の役割と
して創業支援を3行目に記載しているが双方に記載し、連動したほうがわか
りやすい。

92

意見を踏まえ、「市役所の役割」に記載しまし
た。

32 6
1
2
第３回

97頁の安全な水辺空間の形成について、課題にあるような河川、ため池の
改修だけで、集中豪雨対策等をはかることができるのか。また、河川環境の
整備とあるが、環境教育や環境を良くするための整備など、成果指標として
出すことができないか。
指標設定できないか検討していただきたい。

95
97

意見を踏まえ、施策１及び施策２に成果指標
「水辺の学校などの自然環境学習会の参会者
数」を追記しました。

33 6 1 第３回

95頁の自然と共生するまちづくりについて、自然環境保全について、せんな
ん里海公園で陸ガニの保全なども行われていることから、そういった活動や
産業学習などについての記載が必要だと感じる。 95

96

意見を踏まえ、「成果指標」を追加するととも
に、「市役所の役割」を見直しました。

34 6
1
2
第３回

施策2で環境のコメントをしたが、環境や教育は施策１ではないか。水辺空間
の清掃活動は自然と共生といった観点ではそぐわないが、まちの水路の疎
通能力や雨水排水能力のための清掃であれば施策2でもよい。水辺空間の
活用では施策１の市民の役割ではないかと考える。
防災や安全面において水辺に関するものがあれば検討していただきたい。

95～98

意見を踏まえ、「成果指標」を追加するととも
に、「市役所の役割」を見直しました。

35 6 2 第３回

安全な水辺空間の形成については、災害対策などの記載も検討していただ
きたい。
3つの漁協があり、産業的利用と環境的利用、安全な水辺空間や災害対策
などの記載も検討していただきたい。

98

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。

36 6 5 第３回

施策5の安全で快適な交通環境づくりについて、成果指標が放置自転車数だ
けなので、課題に掲載している内容を受けているのか疑問であるので、他目
標の検討をしていただきたい。 103

意見を踏まえ、成果指標に「年間市内交通事
故発生件数」を追記しました。
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37 6 5 第３回

施策5の安全で快適な交通環境づくりでは成果指標が一つしかないが、アン
ケートの自由記述で1割程度の道路に関連した記載があるので検討していた
だきたい。

103

意見を踏まえ、成果指標「年間市内交通事故
発生件数」を追記しました。
道路等の維持管理については、６章施策７「都
市基盤の維持管理」に記載しています。

38 6 5 第１回

・103頁の安全で快適な交通環境づくりについて、観光客が尾崎駅に来たとし
ても、その後の観光する手段がないことから、2次交通としてどの様な動線で
観光するのか、サイクリングなどといった発想など、お客様に来てもらえるよ
うな着地整備なども全体的な構想の中で必要だと考える。

103
122

意見を踏まえ、「成果指標」を見直しました。
また、観光との連携については、施策連携
（P122)に取り入れました。

39 7 1 第３回

112頁の市役所の役割に移住・定住促進に関する記載があるが、本施策で
は具体的すぎることから、分野のところに記載できないか。様々な施策をつ
ないでパッケージングをし、対応できるような行政経営を進めるといったことと
思うが、その一つの例として移住・定住促進に関する取り組みなどであれば
それでもよい。ただし、本施策に記載するには具体的であることから、バラン
スを考えていただきたい。それに伴い、人口社会増減数の指標も変更とな
る。

110
122

意見を踏まえ、「分野のめざす姿」および「施策
連携」の視点を見直しました。

40 7 1 第３回

施策1の協働のスタイルではPDCAをまわしていくことが必要だが、和歌山市
での事例では、各事業評価に加えて、総合計画をベースにまち・ひと・しごと
と関連付けた評価に取り組んでいる。政策的に関連する事業を一体的にみ
ていく必要があると感じる。PDCAの記載を踏まえた事業評価に加えて政策
的にどのようになっているのかといったことも必要と感じる。
総合計画だけではなく、全ての施策・事務事業に対して常にPDCAを意識し
て回していただきたい。まず、ポリシーに基づいて仕事をするのはなかなか
出来ない。ポリシーに基づいて評価するのも弱い。全体的にポリシーに基づ
いて、連携して体系的に動いているかどうかといった評価が必要。PDCAを常
にまわすといった習慣をつけていただきたい。そういった部分を補足、補強で
きないか検討していただきたい。
課題だけではなく、今後5年間でどのようにしていくのかが大事。

112

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しました

7



第１回から第３回阪南市総合計画審議会における意見への対応等

章 節 審議会 意見・内容
後期計画
ページ

対応等

資料３ 

41 7 2 第３回

施策2に具体にどういった職員像をめざすかを記載できなか。協働の世の中
でコーディネーターやファシリテーターといった動き方が欲しい。そのための
質的転換が求められているといったことや、それに対応した研修を実施して
いるといった記載内容がいるのではないか。 114

意見を踏まえ、「市役所の役割」を見直しまし
た。また、研修の実施については、今後、行政
経営計画（実施計画）の中で検討します。

42 7 3 第１回

・今後、少子高齢化や人口減少といった施策を展開できるのか、具体的なコ
スト削減や、予算配分などのメリハリなどを記載していただければと感じた。
・115頁の持続可能な財政運営が今の指摘にあたる。そこにもう少し具体的
な内容や、イメージできるものを記載すれば、よりわかりやすくなる。 115

116

意見を踏まえ、「現状と課題」や「施策のめざす
姿」などを見直しました。

43 第１回

・前期計画よりも項目や目標設定をしており、課題のあぶり出しとしては良い
のだが、重複を避けた縦割りに感じる。効率的な行政運営のためには、一つ
の施策をすれば、幾つもの課題を解決できるのは理想であると考えるが、前
回の総合計画の中では施策連携の視点といった項目があり、めざすべき姿
というのを、一つ一つの施策からだけではなく、連携した将来像を考えている
ため、良いなと感じた。
・子育て、ふるさと、賑わい、出会い、生きがいなどは基本的なことだと思う
が、もう少しブレイクダウンし、それぞれのめざすべき所について、関連する
施策を意識できるものになるとより良いと感じる。観光や街づくりの視点から
も足りないものが見えてくるものもあるので、施策連携の視点のブラッシュ
アップも必要と感じる。

118～122

意見を踏まえ、「施策連携」（118～122ﾍﾟｰｼﾞ）
を設定し、総合施策に取り組むこととします。

44 第１回

・31頁、健康づくりの推進について、健幸マイスターや食生活改善推進委員
の記載のほか、健幸ポイントプロジェクトに携わっているスポーツ推進委員に
関する記述も追記していただきたい。
・スポーツも健康づくりの一環であることから、スポーツと保健を連動させた
記載をしていただきたい。

121

意見を踏まえ、「施策連携」（121ﾍﾟｰｼﾞ）として
取り入れました。

施
策
連
携

施
策
連
携
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第１回から第３回阪南市総合計画審議会における意見への対応等
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後期計画
ページ

対応等

資料３ 

45 第１回

・71頁の歴史・文化の保存と継承についても、もっと観光に活用できると考え
ている。観光といった観点から、既に有する資源をどのように活用していくの
か、ホテルや交通機関といった観光の基盤整備をターゲットとし、全ての項
目をチェックすると、もっと充実させることが出来ることも可能であると考え
る。

122

意見を踏まえ、「施策連携」（122ﾍﾟｰｼﾞ)に取り
入れました。

46 第３回

熊野古道は認知度が低い。H25年には、はんなんものづくりまち歩きツアー
や、はんなんグルメ大集合といった商工会主催イベントが実施され、古道を
歩き、地域の物産が紹介できた。
7章の行政経営の推進でも受けることが出来ると考える。部局を超えたパッ
ケージとしての展開が必要である。

122

ご意見を踏まえ、「施策連携」（122ﾍﾟｰｼﾞ）に取
り入れました。

47 第１回

・99頁の魅力的な街並みづくりについて、観光協会の認識では、観光客にそ
の街を楽しんでいただくだけではなく、さらに食事や宿泊をしていただいて、
一定のお金を落としてもらわないと意味がないと理解している。 122

ご意見を踏まえ、「施策連携」（122ﾍﾟｰｼﾞ）に取
り入れました。
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